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皮膚血管炎のうち， leukocytoclastic vasculitis の組織像を呈するアナフィラキシ一様紫斑やアレ
ルギ_'性血管炎は，病変部の蛍光抗体直接法による検索で免疫グロプリンや補体成分の沈着が証明され，
病因として immune comp]ex が重要視されている。
そこで，同疾患につき病巣部生検標本の蛍光抗体法を施行しB 免疫グロプリンや補体成分の沈着を確




1. ヒトの 1eukocytoclastic vasculiti s の蛍光抗体直接法所見
(方法) 過去 5 年間の皮膚血管炎症例のうち， 1 eukocytoclastic vasculitis の組織像を呈した23例
(男 8 例，女15例)につき蛍光抗体直接法を施行した。 1g G, 1 g M, 1 g A, C 3，フィプリンの沈着
については，全例において検索し， Ig E は一部の症例について検索した。症例は，臨床的にアナフィ
ラキシ一様紫斑 (15例)あるいはアレルギー性血管炎 (8 例)と診断されたものであった。
(結果) 23例中，血管壁への Ig G の沈着は 1 例もなく， IgM , IgA の沈着はそれぞれ 2 例 (9
















はみられなかった。免疫したハムスターに抗原を静脈注射した場合も， 13匹中 6 匹に同様の出血が認められ
た。出血病巣の組織学的所見では， ミクロポアフィルタ一辺縁の小血管壁の破壊と赤血球の漏出が認め
られ，出血部を中心として好中球の浸潤がみられた。蛍光抗体直接法では，抗原抗体混合液を注射した
ハムスターの出血部血管壁に I g G の沈着が証明された。
(総括)
アナフィラキシ一様紫斑およびアレルギー性血管炎23例につき，蛍光抗体直接法を施行し，免疫グロ
プリン特に IgM ， IgA およびC3 の血管壁への沈着を 9 ---13%1r.，フィプリンの沈着を半数に認め
た。そこで immune comp] ex による血管変化の過程を実験的に追うため，ハムスターチークパウチ
に観察窓を装着し，観察した。表皮の移植により血管新生を促した後，抗原抗体混合液(抗体過剰)を








要がある。本研究では，ハムスターのチークパウチに観察窓を装着し， immune comp]ex を反応させ，
皮膚細静脈の病変を実体顕微鏡下に観察している。本論文は皮膚アレルギー性紫斑の発症機序を解析す
る上で有効な病態実験モデ〉ルの開発と考え，博士論文として価値あるものと認める。
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